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 令和４年７月１２日（火）に小・中学校、特別支援学校、高等学校、幼稚園保育所等
の教員等を対象とした研修会が開催されました。東京都立矢口特別支援学校の川上康則
先生より『発達につまずきがある子どもの輝かせ方』と題し、御講演いただき、学級の 

全ての子供がキラキラと輝くためのヒントをたくさんいただきました。 

＜講演より＞ 

１ 「特別支援教育」の前に 

子供にとって一番のごほうびは、笑顔と機嫌の良さをキープできる大人がいつもそこにいること。 
＊大人の顔色をうかがわなくて済む。  
＊「今のままで大丈夫」と肯定されている気持ちになる。 
＊学校が「気持ちよく過ごせる場」になる。 

２  実践の中で、うまくいった場面のちょっとした「手がかり」を分析する 

  日々の実践の中で、失敗したエピソードは記憶に残りやすいが、それよりも、上手くいった時の 
「手がかり」を分析することが大事である。 

３ 「ちゃんと」させなきゃの呪い 
  「こうしなきゃ」「こうさせなきゃ」「こうならなきゃ」が過剰になると、私たちを常に追い詰め、
追い込んでいく。すると、気持ちの余裕がなくなり、笑っていられなくなる。迷いも生まれやすい。 

４  教室内に不用意に吹かせている「風」を自覚しよう 
・大声での強い指導→「鋭い風」 
・言語だけで一方的に指導される場面→「尖った風」  
・パニックを無理やり抑え込んだり、ペースを考えずに機械的にクールダウンスペースに連れて 
行ったりする→「不穏な風」 

・大げさに褒められる、意欲を鼓舞される→「熱い風」 

５  大人も子供も「トライ＆エラー」を繰り返しながら成長していく 
４回に１回くらいの「うまくいった」からでＯＫ（打率２割５分のススメ）。失敗しても、取り返

せる場面を何度も設定すると、前向きになれるし、自分から試行錯誤する習慣が出てくる。 

６  できたらほめるは、もうやめる。「やろうとしたらほめる」 
  「できたらほめる」と思っているうちは、ほめるタイミングは永遠にやってこない。「やろう」と
したら「秒」でほめることが大事。 
＜ほめるコツの例＞ □短く太くほめる。    例）「いい！」「その調子！」 

□皮肉の意味を込めない。 例）「今日はがんばってるじゃない！」 
＜参加者の声＞ 

 

 

 

「子供のため」と思ってかけた言葉や指導が本当に子

どものためになるものであったのか、少し立ち止まり、

自分の振る舞いを見つめ直すことができた気がします。 

子供の行動を温かく見守ることができそうで

す。いろいろある毎日ですが、笑顔を絶やさず頑

張ります。 

            川上先生の言葉から   「特別支援教育」ってどんな教育？ 

＜村山地区特別支援教育研修会＞ 

特別支援教育は、「うまくいかない」ことのある子供の「価値」を高める教育です。 
「できない子」「ダメな子」の教育ではありません。 
だから、「この子は難しい」「この子は手に負えない」と突き放すのではなく、 
胸をはって「特別支援教育は素晴らしい」と言える先生を増やしたいです。 


